


●次にブラック（E6）をチ
ェックします。黒レベルス
ライダーを調整してブラッ
クの値を LightRoom の場
合は約 4%、ACR の場合は
RGB10、10、10に設定します。

■ターゲットを保存する
Lightroom の場合は、メニューの [ 写真 ] > [ 他のツールで編集 ] 
> [SpyderCheckr で編集 ] を選択することで、トリミングされた
画像のエクスポートを実行できます。ACR を使用している場合は、
画像をデスクトップまたは他の適当な場所に TIFF ファイルとして
保存します。



■SpyderCheckr アプリケーションを起動
する
SpyderCheckr は、Lightroom で正しく設定されていれば自動的
に起動し、SpyderCheckr にすでにインポートされているターゲッ
ト画像とともに開きます。ホワイトバランスと露光調整をエクス
ポートファイルに含めるためには、[Lightroom プリセットでコピ
ーを編集 ] を選択してください。ACR の場合は、SpyderCheckr ア
プリケーションを起動し、次に保存したターゲットファイルを
SpyderCheckr にドラッグしてインポートします（メニューから [
開く ] コマンドを使用することもできます）。

■ターゲットショットを処理する



適切に撮影しトリミングした場合は、正方形はターゲットショッ
トのパッチ内に正しく配置されているはずです。そうでない場合
は、画像領域の任意のエッジをドラッグして領域を調整すること
ができます。正方形内部のカラーは、パッチのカラーよりも少し
彩度が低いものとなります。パッチとサンプルカラーが異なった
色になっている場合は、ターゲット画像が上下逆ではないか、確
認してください。

ターゲット画像の位置と向きを確認したら、Lightroom の場合は
Lightroom に保存を選択、AdobeCameraRaw の場合は ACR に保存を
選択し [ キャリブレーションを保存 ] ボタンをクリックします。
キャリブレーション修正が計算され新しいキャリブレーションプ
リセットに名前を付けるよう指示が表示されます。名前にはカメ
ラの名前や使用した光源やレンズなどのデータも含めるとよいか
もしれません。

■ SpyderCheckr のモード
SpyderCheckr にはモード選択のための３つのポップダウンリスト

があります。

測色：測色モードは、最もリテラルな結果を提供します。アート
ワークや製品カラーを再現したいときに最適なモードです
彩度 : 彩度モードは、多くのタイプの画像に対して一般的に心地
よい結果を提供します。
ポートレート：ポートレートの写真処理を簡単にするために、肌
色の彩度を低減します。
これらのモードの効果は微妙なもので、画像によっては違いが分
からない場合があります。



■新しいキャリブレーションを使用する

Lightroom または ACR を再起動し（Lightroom または ACR を一旦
終了し再起動してからでないとキャリブレーションデータは使用
できません）、同じカメラまたは同じカメラとレンズの組み合わ
せの画像ショットを選択します。Lightroom の現像モードのユー
ザープリセットリストから、または CameraRaw ダイアログボック

スで CameraRaw 設定メニュー  (右側にあるポップダウンメニ

ュー )の [ プリセットの適用 ] から、プリセットを適用します。
キャリブレーションデータを適用した結果の変化は微妙です。カ
メラのネイティブカラーが良ければ良いほど、キャリブレーショ
ンの効果は少なくなります。さまざまなタイプの多くの画像に対
して結果を検討し、満足なものが得られたら、Lightroom で 複
数の画像を選択しこのプリセットを選択することでただちに画像
に適用できます。ACR の場合、複数画像への設定の適用は Adobe 
Bridge で行います。



■キャリブレーションプリセットを調整
する

SpyderCheckr のカラーキャリブレーション調整は、Lightroom ま
たは ACR の色相、彩度、明るさに表示されます。これにより、ユ
ーザーはキャリブレーションに対して調整を簡単に行ことができ
ます。






